
©2022 ABeam Consulting Ltd.

データ準備における課題とアビームコンサルティングの提供価値

スマートファクトリー実現のためのデータ準備

データ活用によるスマートファクトリー化の実現には、その基礎となるデータ準備が重要です。データ準備には、そのための“戦略の策定”と“設計”、また
データの取得、連携、処理、見える化という一連のプロセスをどのような“手法”で実現するのか、また複雑になるプロジェクトをいかに確実に“実装”して
いくのかが課題になります。
これらのデータ準備のプロセスには各段階で異なるケイパビリティ（戦略策定・業務理解・センサーなど）が必要となり、全プロセスについて深く検討して
進めるのは困難です。特にデータ準備の根幹であるデータ取得（センサー選定）が、データ連携以降のプロセスと切り離されて検討されていることが多く
見られます。

製造業では、様々な問題を解決するために高度化したデジタル技術を活用する動きが活発になっています。デジタル技術
で成果を得るには適切なデータを適切な形でデジタルツールに投入し、用途に合う様に処理する必要があり、これらの
データの準備はデジタルトランスフォーメーションの重要な成功要因と言えます。

Industrial DXの実現に向けた製造現場のデータ活用の仕組み作りを支援

Sensor Concierge
- Data Ready for Smart Factory -

とりあえず着手した、という状態で、
具体的な目標と道筋が不明確

既存のパッケージサービスでは
自分たちの要望に完全にマッチしない

センサーメーカーでは自社サービスと
限られたユースケースの提案に留まるため、

真の解決策が出てこない

やり取りの経験のない業者を含め、多様な
業者のプロジェクトマネジメントが不安

支援実績ノウハウを元に、経営視点を踏まえた目標設定
と、設計から実装までのロードマップを策定

お客様の個別の課題を明確化することで、
お客様に合ったデータの準備を実現

多種多様な業界出身者によるデータ化アイデア、
支援実績で得たナレッジ、アライアンス先からの
情報を元に、データ取得手段を発見

スキルやケイパビリティを考慮し、設備メーカー、
センサーベンダー、エンジニアリング業者をリード
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アプローチ
データ収集の仕組みを用いて達成したいことと現状の姿を確認し、目指す姿を検討してから、データ取得方法の探索やデータ収集条件設定を行います。

アビームコンサルティングの価値提供を支えるアセット
様 な々業界から集まった人材の多種多様なスキルとプロジェクトを通して得たノウハウを元に築いたアセットを活用し、お客様の課題に対して最適な
ソリューションを提供致します。

課題解決

• 問題の要因把握

• 解決策の効果検証

•
• 得られた知見の展開
• データ収集の仕組みの展開

他テーマ・
他事業/ 他工場展開

• 閾値/アラーム発信の設定
• 異常時対応手順の整理

監視体制の構築アセスメント

• 工場視察を
通じた現状確認

• 課題設定と
KPI の確認

• データ取得/連携/ 
処理/見える化の
概形構成策定と
概算コスト算出

• 必要なデータ項目精査
• データ取得手法の選定
• 試用するセンサーの選定
• センサー仕様の決定

データ準備の
仕組み検討

• 業者依頼用に
要件整理

• センサーベンダー
提示、仲介

データ準備の
仕組み構築

準備したデータを加工/分析する仕組み構築

データ活用の仕組み検討/構築

指標策定 データ取得手法

• 実践を通して洗練されたノウハウを一般的な指標に盛り
込んで整理しているため、実用性をもたせるためのデータ
収集の方法を知ることができる。

• 取得可能なデータの中で、何を実現できるかを知ることが
できるため、活動の目標設定に活用することができる。

工程特性に合わせた
係数設定を追加

ボトルネックの データを使う

Y=AX+B データ項目とデータの取り方が記載

• IoT支援や市場調査を元に蓄積した生産現場での具体的な
データ化項目と手法を業界別、データ活用目的別に整理して
いるため、データ取得の実務でぶつかる問題に即時対応
できる。

センサー探索知見

• センサーのスペックをアライアンス先、支援実績、メンバー
の経験から広く情報収集しているため、お客様が今まで
全く目を向けていなかったような手法の発見につながる。

•ベンダーフリーの立場で多彩な業界で使用されてきた
センサーをラインナップしているため、最新トレンドの
情報を偏りなく知ることができる。

IoTプロジェクトで
挙がった視点を元に
整理した情報を
含めてリスト化

様 な々要求に対し
蓄積したナレッジを
元に最適な情報
提供を実現

お客様

手軽なコスト試算

• 試算に必要な情報項目と計算ロジックを整備したフォー
マットを用いることで、膨大かつ経緯説明に手間がかかる
業者とのやり取りを省き、概算見積もりにかかる時間を
大幅に短縮できる。

お客様ABeam

価格情報を
フォーマットに
蓄積 概算見積

フォーマット
実務経験ベースのナレッジ

実践ノウハウ

一般的な指標
データ取得方法リスト

設備メーカー

センサーメーカー

配線工事業者

多様な業者

活動で生じた
視点を調査に
反映

活動に活用

解決 ！

• 現場を見た時にどこから取ればいいか 
分からない
例）ライン速度の取り方
雰囲気温度とはどこの温度か

 …

• 具体的なデータの定義が分からない
例）温度と言うけど、目標温度？ 
平均温度？温度勾配？ …

市場調査・アライアンス先情報共有

ナレッジ

設備稼働率 駆動系設備の
On-Off情報

稼働率
＝On-Off切替回数
×切替サイクルタイム
÷操業時間

ボトルネックが都度変わる
場合は生産品目別にボトル
ネック想定設備をリスト化
し、生産品目ごとで稼働率
評価対象データを変える。

目標指標 取得データ データ処理ロジック データ扱いポイント

業者に依頼すると、
•見積もり前提条件の設定が面倒
•多くの業者とやり取りを行う必要がある
•回答までに時間がかかる

Contact P&T Digital Business Unit IoT Sector JPABIoTinfo@abeam.com

本ソリューション範囲

データ項目は
個々の事情に
合わせて変更
する

IoTプロジェクト


